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多良川及び糸岐川河口干潟におけるアサリの網袋収容及び移植の効果

は じ め に

　佐賀県太良町地先の多良川及び糸岐川河口干潟は，か
つて県内の主要なアサリ漁場であった。両漁場で漁獲さ
れたアサリは「糸岐アサリ」と呼ばれ,砂抜きが不要で
あることや身入りが良いことから市場で評価が高く，高
値で取引されていた。1992～1996年には両漁場あわせて
73～94tの漁獲量があったものの，その後は1999年を除
き10t未満と低迷している（佐賀県有明海漁業協同組合
たら支所資料）。
　既報1のとおり両河口干潟でのアサリ生息密度の減少
要因として，夏季のエイ類による食害と冬季の波浪によ
る減耗が疑われた。その影響を緩和するため，アサリ稚
貝の密生地点から稚貝を網袋に収容して，異なる地盤高
に移植した。その後，生残や成長について追跡調査を行
い，その結果をもとに多良川及び糸岐川河口干潟での網
袋収容及び移植の有効性を検討した。

方　　法

　移植に用いた稚貝の採取は，2015年6月の踏査により，
稚貝が高密度に生息している地点（以下，移植元;図1）
で行った。稚貝を収容した網袋は，6㎜目のひも付ラッ
セル袋（600㎜×600㎜）を用い，これに多良川及び糸岐
川河口干潟の現地の礫と貝殻9Lを生息基質として収容
した。
　多良川及び糸岐川河口干潟における網袋の試験条件は，
表1，2のとおりとした。
　追跡調査は2015年10月，12月及び2016年3月に実施し
た。方法は，各地点から網袋を無作為に選択し，1㎜の
目合で篩い，篩上のアサリについて測定した。
　なお，対照区とした移植元は既報1の稚貝，成貝のと
おりとした。
　移植元と網袋区の生残状況及び成長の比較は，以下の
式で算出した。

個体数指数=調査時の個体数（個/袋）/試験開始時の個
体数（個/袋）×100

重量指数=　調査時の個体数（㎏/袋）/試験開始時の重
量（㎏/袋）×100

図1　試験地点図（図中の数字はStの番号）

定点
地盤高

(m)
設置数
（袋）

収容数
（個/袋）

収容量
（kg/袋）

設置時期

St.1 2.3 50 1,500 0.87 2015.7.22-24

St.2 2.0 150 1,500 0.87 2015.7.22-24

St.3 1.9 150 1,500 0.87 2015.7.22-24

St.4 1.7 150 1,500 0.87 2015.7.22-24

合計 500

表1　網袋の試験条件（多良川河口干潟）

　※移植時のアサリの平均殻長：14.2±1.7㎜
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結　　　果

1.多良川河口干潟

　地点毎の個体数指数，重量指数を図2，3に示した。
個体数指数については,2016年3月において高い順に
St.3(143.3)，St.2(127.2)，St.1(106.6)，St.4(99.3)，移植
元（3.7）と，網袋区のうち3地点で100を超え，当初の
個体数より増加していた。対照区と比べ網袋区の個体数
は，26.8～38.6倍となった。      
　重量指数については，St.1(454.0)，St.3(448.3), 
St.2(416.1)，St.4(325.3)，対照区（31.4）の順であった。
対照区と比べ網袋区の重量は，10.4～14.5倍となった。

2.糸岐川河口干潟

　地点毎の個体数指数，重量指数を図4，5に示した。
個体数指数については，2016年3月において高い順に， 
St.3(73.7)，St.4(63.0)，St.2(55.7),St.1(26.5),対照区
（1.9）であった。対照区と比べ網袋区の個体数は,13.6
～38.0倍となった。
　重量指数については, St .2(241 .8),  St .4(238 .1), 
St.3(177.0)，St.1(145.6)，対照区（10.6）の順であった。
対照区と比べ網袋区の重量は，13.7～22.8倍となった。

考　　　察

　網袋区は, 移植元に比べ,個体数指数,重量指数ともに大
幅に高い数値であった。移植元の個体数指数及び重量指
数は主に夏季（7～8月）に減少したが，その間にエイ類
によると思われる食害痕が多数確認されたことや，2015
年8月25日に台風15号が通過したことから，網袋への収
容がエイ類の食害や風浪による稚貝の散逸を防ぎ，生残
向上に大きく寄与した可能性がある。これまで網袋はア
サリの天然採苗の手法として用いられてきた2,3が，今回
の試験で生息基質とともに稚貝を袋に収容し，保護する
手法としても有効であると考えられた。
　両河口干潟の網袋区の個体数指数及び重量指数の推移

定点
地盤高

(m)
設置数
（袋）

収容数
（個/袋）

収容量
（kg/袋）

設置時期

St.1 1.0 100 3,500 2.39 2015.7.22-24

St.2 0.8 100 3,500 2.39 2015.7.22-24

St.3 2.0 50 3,500 2.39 2015.7.22-24

St.4 1.6 50 3,500 2.39 2015.7.22-24

合計 300

表2　網袋の試験条件（糸岐川河口干潟）

　※移植時のアサリの平均殻長：14.9±1.9㎜
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図2　個体数指数の推移（多良川河口干潟）

図3　重量指数の推移（多良川河口干潟）

図4　個体数指数の推移（糸岐川河口干潟）

図5　重量指数の推移（糸岐川河口干潟）
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をおおまかに比較すると，まず，個体数指数については，
多良川河口干潟では増加し，糸岐川河口干潟では2015年
10月までに大きく減少し，その後，横ばいとなった。次
に，重量指数については，両河口干潟とも増加しており，
1個体あたりの増加の度合いは，2016年3月においてほぼ
同等であった。
　このような結果になった要因として，両河口干潟での
網袋への稚貝の収容数の違いが考えられる。
　表1，2に示した収容数を生息密度に換算すると，多良
川河口干潟が約4,200個/㎡であるのに対し，糸岐川河口
干潟では約9,700個/㎡と2倍以上である。
　その結果，個体数の動向について，多良川河口干潟で
は網袋への稚貝の収容量に余裕があり，新たに捕捉され
た稚貝によって数が増加したことや，糸岐川河口干潟で
は逆に，当初の収容数が多過ぎたことによる斃死が夏季
に発生し，数が減少した可能性が考えられた。
　なお，今回の試験では,移植先すなわち，地盤高の違
いが個体数指数及び重量指数に与える影響については，
不明であった。このうち，重量指数については，干出時
間はアサリの餌供給に影響する4ことから，今回の試験
でも地盤高が低いほど成長が早いことが想定されたが，
先述したとおり，網袋への収容数がいずれもかなり多か
ったために，餌が十分摂取できず，明確な差が生じなか
った可能性がある。
　以上，本研究により，稚貝の網袋収容は，最適な収容
数を明らかにする必要があるものの，エイ類による食害
や風浪による散逸を大幅に軽減できる可能性があり，ア
サリ資源の増殖に十分寄与する技術であることが示され
た。一方で，網袋への収容は，網袋に基質と稚貝を入れ
る作業，運搬する作業，干潟に設置する作業等多くの労
力を要することから，今後，さらなる知見を収集し，技
術の改良が必要である。
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定点
個体数

（個/袋）

重量

（kg/袋）

平均殻長

（mm）

St.1 1,599 4.0 24.8

St.2 1,908 3.6 22.3

St.3 2,150 3.9 21.6

St.4 1,489 2.8 25.3

定点
個体数

（個/袋）

重量

（kg/袋）

平均殻長

(mm)

St.1 926 3.5 29.7

St.2 1,948 5.7 27.2

St.3 2,579 4.2 23.7

St.4 2,204 5.8 27.4

付表1　2016年3月8日における網袋区の調査結果（多良川河口干潟）

付表2　 2016年3月8日における網袋区の調査結果（糸岐川河口干潟）


